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今
年
４
月
に
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
多
く
の
方
が
訪
れ

ま
し
た
が
、
広
野
町
に
は

ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
り
、
隣

に
減
容
化
施
設
の
跡
地
が

更
地
に
な
っ
た
ま
ま
あ
り

ま
す
が
、
今
後
、
町
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
利
活

用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
一
日
の
イ

ベ
ン
ト
に
２
万
人
も
の
方

が
訪
れ
、
双
葉
地
域
に
お

け
る
一
日
の
来
訪
者
で

は
、
過
去
最
大
級
と
な
り

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、

来
訪
者
や
関
係
者
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
足
り
な
い
現

状
に
あ
り
ま
す
。福
島
県
、

福
島
県
電
源
地
域
振
興
財

団
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
等
と

連
携
し
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

そ
の
隣
接
地
に
あ
た
る
減

容
化
施
設
の
跡
地
を
県
の

も
と
で
駐
車
場
に
整
備
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

「
減
容
化
施
設
の
跡
地

利
用
」
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

今
後
の
活
用
方
法
は

町
長
／
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
利
用
促
進
の
た
め
駐
車
場
に
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町
長

ヴィレッジ新駅減容化施設跡地

小磯利雄 議員

　

本
年
春
こ
れ
ま
で
に
な

い
深
刻
な
水
不
足
に
陥
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
以
下
お

聞
き
致
し
ま
す
。

①
こ
の
春
の
水
不
足
原
因

は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
、

又
必
要
水
量
は
。

②
他
自
治
体
の
農
業
用
水

対
策
よ
り
本
町
の
ダ
ム
・

溜
池
等
対
策
は
遅
れ
て
い

る
。
水
稲
か
ら
ハ
ウ
ス
栽

培
・
畑
作
へ
の
業
態
転
換

の
推
進
、
安
定
給
水
・
消

防
水
利
・
治
水
等
を
進
め

る
上
で
、上
流
部
へ
の
「
貯

水
対
策
」
を
図
る
べ
き
で

は
。

③
各
地
域
か
ら
の
要
望
や
、

老
朽
化
が
す
す
む
町
内
３

河
川
流
域
の
灌
漑
施
設
は

ど
う
す
る
か
。

　

｢

広
野
町
地
域
防
災

計
画｣

は
、
災
害
対
策

基
本
法
等
に
基
づ
き
町

民
の
生
命
財
産
を
守
る

為
の
計
画
で
あ
り
ま
す

が
、

①
地
域
防
災
計
画
の
修

正
に
つ
い
て
、
自
然
災

害
・
大
規
模
事
故
対
策

は
。

②
原
子
力
発
電
所
事
故

は
今
も
っ
て
以
前
の
生

活
環
境
に
戻
っ
て
い
な

い
現
状
よ
り
、
原
子
力

災
害
対
策
は
。

①
水
不
足
の
原
因
は
、
降

水
量
の
極
端
な
減
少
で
し

た
。

②
た
め
池
や
自
然
流
水
を

利
用
し
て
い
る
区
域
の
渇

水
対
策
は
、
限
ら
れ
た
水

資
源
の
有
効
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
用
水
需
要
の
集

中
を
回
避
す
る
と
と
も

に
、
た
め
池
の
状
況
を
踏

ま
え
改
修
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

③
浅
見
川
流
域
は
水
路

ゲ
ー
ト
２
カ
所
に
つ
い

て
、
今
年
度
農
閑
期
に
補

修
を
実
施
し
ま
す
。
北
迫

川
流
域
は
下
原
地
区
水
路

改
良
を
昨
年
度
に
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　

折
木
川
流
域
は
既
設
ダ

ム
に
貯
水
機
能
を
持
た

せ
、
た
め
池
と
し
て
の
利

用
性
に
つ
い
て
、
県
と
法

的
、
技
術
的
に
協
議
し
対

応
し
ま
す
。
西
の
沢
地
区

水
路
の
法
面
に
つ
い
て
、

今
年
度
農
閑
期
に
補
修
を

実
施
し
ま
す
。

正
、
追
加
し
ま
し
た
。

②
「
ひ
ろ
の
原
子
力
災
害

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
各
戸
配
布
及
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
原
子
力
災

害
が
発
生
し
町
外
避
難
を

要
す
る
場
合
、
住
民
等
へ

の
情
報
伝
達
は
、
防
災
行

政
無
線
及
び
緊
急
速
報

メ
ー
ル
等
に
よ
り
周
知
し

ま
す
。

　

車
の
使
え
な
い
方
は
、

一
次
集
合
場
所
と
な
る
広

野
小
学
校
へ
徒
歩
等
で
集

合
し
、
町
又
は
県
が
用
意

し
た
バ
ス
等
で
県
が
設
置

す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
会

場
及
び
避
難
中
継
所
を
経

由
し
て
避
難
先
で
あ
る
小

野
町
・
石
川
町
・
浅
川
町
・

平
田
村
の
四
町
村
に
避
難

し
ま
す
。
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仮設減容化施設跡地

町
長

①
災
害
種
別
に
異
な
っ
て

い
た
災
害
対
策
本
部
体
制

の
統
一
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
周
知
、
津
波
避
難
対

策
の
強
化
、
避
難
支
援
個

別
計
画
の
作
成
、
備
蓄
を

含
む
支
援
物
資
対
策
、
防

災
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
小

中
高
生
と
の
連
携
等
の
方

針
に
基
づ
き
内
容
を
修

町
長

県派遣研修渇水対策

農業用水供給の取り組みは
町長／ため池改修等に取り組む

 　

今
年
は
水
が
不
足
し
田

植
え
が
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
心
配
さ
れ
た
地

域
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
、
恵
の
雨
に
よ
り
田

植
え
が
何
と
か
出
来
た
状

況
で
あ
り
ま
し
た
。今
後
、

農
家
の
方
が
水
の
心
配
を

す
る
こ
と
な
く
米
の
作
付

け
が
で
き
る
よ
う
な
対
策

を
た
て
る
べ
き
で
は
。

北
郷

　

本
年
春
は
田
植
え
準
備

が
始
ま
る
４
月
上
旬
か

ら
、
田
植
え
繁
忙
期
と
な

る
５
月
中
旬
ま
で
の
降
水

量
が
過
去
３
年
間
の
同
じ

時
期
の
降
水
量
と
比
較
し

て
も
極
端
に
少
な
い
こ
と

か
ら
、
今
般
の
水
不
足
と

な
り
ま
し
た
。
特
に
、
本

沢
地
区
、
岩
作
地
区
、
田

戸
作
地
区
は
、
９
・
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
お
い
て
、
一

時
、
田
植
え
が
で
き
な
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
め
池
や
自
然
流
水
を

利
用
し
て
い
る
区
域
の
渇

水
対
策
は
、
限
ら
れ
た
水

資
源
の
有
効
活
用
が
図
ら

れ
る
よ
う
用
水
需
要
の
集

中
等
を
回
避
す
る
と
と
も

に
、
た
め
池
の
状
況
を
踏

ま
え
改
修
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

町
長

農
業
用
水
不
足

地
域
防
災
計
画

灌
漑
施
設
の
機
能
強
化
を

町
長
／
た
め
池
改
修
・
老
朽
化
施
設
の
補
修
を
実
施

隙
の
無
い
防
災
計
画
の
作
成
を

町
長
／
住
民
と
と
も
に
１
０
０
％
を
め
ざ
す

③
今
回
の
地
域
防
災
計
画

で
生
命
・
財
産
は
１
０
０
％

守
れ
ま
す
か
。

③
広
野
町
地
域
防
災
計
画

は
災
害
に
強
い
安
全
な
町

づ
く
り
の
た
め
の
計
画
で

あ
り
、
住
民
等
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か

ら
１
０
０
％
守
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。
被

害
の
最
小
化
を
図
る
た
め

に
は
、
行
政
が
行
う
地
域

の
防
災
な
ど
の
公
助
を
基

本
と
し
つ
つ
も
、
住
民
等

が
自
分
の
身
の
安
全
は
自

分
で
確
保
す
る
自
助
及
び

地
域
や
近
隣
に
お
い
て
互

い
に
助
け
合
う
共
助
が
重

要
で
す
。

西の沢ため池


